
2024.4～2027.3　中期経営計画
　とうしん「未来につなぐ経営」3か年計画　～「攻め」と「守り」の意識改革（Change）～
2024.4～2027.3　中期経営計画
　とうしん「未来につなぐ経営」3か年計画　～「攻め」と「守り」の意識改革（Change）～

収益基盤の強化

顧客支援力の強化
人的基盤の確立

リスク管理

金
　庫
　の
　課
　題

地域の未来顧客本位
〈中期経営計画〉

地域産業
振興

SDGs

店舗戦略 業務改善
人材育成

組織風土
の醸成

営業支援
態勢強化

資産形成
サポート

課題解決
態勢強化

ガバナンス
強化 DX化・IT化

組織改革
〈選択と集中〉

『地元と共にあり、共に栄える』《経　営　理　念》《経　営　理　念》
《とうしんウェイ》《とうしんウェイ》 “笑顔”　あふれる　“未来”　をつくる

未来につなぐ経営

当金庫の「評価」につきましては、JCRのホームページ（https://www.jcr.co.jp/）をご覧ください。

当金庫は、株式会社日本格付研究所（JCR）より、長期発行体格付「A－」（債務
履行の確実性は高い）を取得しています。

AAからBまでの格付記号には同一等級内での相対的位置
を示すものとして、プラス（＋）もしくはマイナス（－）の符号
による区分があります。
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基本方針
１．選択と集中で、経営インフラの最適活用
２．地域を支える盤石な経営基盤の確立
３．顧客支援力の強化とリスク管理の高度化
４．地域の持続的発展に向けた取組み強化
５．活気に溢れ、考える力・やりきる力を生み出す職場づくり
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２．地域を支える盤石な経営基盤の確立
３．顧客支援力の強化とリスク管理の高度化
４．地域の持続的発展に向けた取組み強化
５．活気に溢れ、考える力・やりきる力を生み出す職場づくり

今年度は、令和6年度から3か年に亘る中期経営計画の最終年度となります。
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当金庫は、内部管理態勢の整備が金庫経営における重要な課題のひとつであるとの認識のもと、「理事及び職員の職務
の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制」、「当金庫及びその子法人等から成る集団における業務の適
正を確保するための体制」、「当金庫の監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制」など11項目で構成さ
れた「内部統制基本方針」を決議し、この方針に従って継続的に内部統制システムの整備を進め、業務の健全性・適切性
を確保することに努めています。
また総代会、理事会、監事会、リスク管理委員会などの各種委員会による経営のチェック機能の有効性を高め、健全か

つ効率的な経営に努めてまいります。

内部管理態勢内部管理態勢

金融の自由化・国際化、ＩＴ化の進展に伴い、金融機関の業務は一段と多様化・複雑化し、ビジネスチャンスが拡大す
る一方で、抱えるリスクも拡大し多様化しています。当金庫は、リスク管理を経営の重要課題の一つと位置づけ、リスク
管理態勢の整備、リスク管理の高度化に向けて取組んでいます。

統合的リスク管理に対する組織体系図統合的リスク管理に対する組織体系図

リスクには、信用リスク、市場リスク、流動性リスクのようにコントロールすべきリスクとオペレーショナル・リスク
のように極小化すべきリスクがあります。これらのリスクを正しく把握し、かつ金融情勢の変化に対応できるよう、リス
クを統合的に管理することによって健全性の確保と収益性の向上を図ることを目的としています。
具体的には、信用リスク・市場リスク、オペレーショナル・リスクに対して種類毎に資本配賦をしたうえで、各種のリ

スク量が自己資本の一定範囲に収まっていることをモニタリングし、リスクテイクの状況を管理しています。また、当金
庫の経営環境に対して強いストレスが発生する状況を想定して定期的に各種シミュレーションを実施・検証しています。

統合的リスク管理への取組み統合的リスク管理への取組み
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